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最近の市場の推移について

• 金融危機を経験したロシアは自国での物づくり
に取り組もうという風潮がようやく芽生え始めて
いるといえると思われる。

• ここ数年日本の機械、部品に対する評価は
“品質は良いけれど、どうせ高い”というワンパタ
ーンのものであったが、“品質の割りには価格は
リーズナブルなものもある”という認識に変わりつ
つあり、今後はより肌理の細かいＰＲ、宣伝をす
ることが効を奏するのではないかと思われる。



日本製の機械類のロシア市場へ
の参入の可能性

• 本年１月スタートしたロシア、べロルーシ、カ
ザフの関税同盟の推移は消費物資関係のロ
シアへの輸入がむしろ難しくなりつつあるとの
観測もある。

• このような中、自国にてより高品質の製品を
製造しようという話は増えており、設備導入に
あたっては慎重ながら、積極的な検討が始ま
りつつあると言える。



日本の機械製品に対する期待

• 日本の機械類が価格的には多少高いが、品
質、耐久性に優れている。

• 更に高品質の製品の製造に関わった実績も
多く製造機械を導入した場合、この経験を共
有できる期待値も高い。

・サービス、メンテ及びアフターケアーの指導を
しっかりやることにより、ディーラー、ユーザー
の満足度は大きくなるものと思われる。



各分野の見通し、可能性について

• 自動車、電動工具等はロシアではすでに多くの
日本製品が普及しており、成熟したマーケットで
あるといえる。

• 医療器械分野は西欧のメーカーも含め、マーケ
ット規模に加え実需が飽和状態となっており、日
本としてどのように売り込むべきかが検討される
べきであるという意見もあるようです

• 工作機械、木工機械、各種計測機械類はまだま
だ売り込める可能性があると思います。（良いデ
ィーラーを見つけ、地道なＰＲをすることが必要
ですが。）



• ご静聴ありがとうございました。


